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《単元名》

第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P96～105 12月上旬～12月下旬 ７時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「どんな物が，電気を通すのだろうか」
鉄やアルミニウムなどの，金属は，電気

を通す。
紙，ガラス，プラスチックなどは，電気

を通さない。

磁石は，鉄でできた物を引き付ける。
紙やガラス，プラスチック，アルミニウム

などの鉄以外の金属は，磁石に付かない。

【４学年「電気のはたらき」】

【３学年「じしゃくにつけよう」】

【３学年「明かりをつけよう」】（本単元）

【中３学年「運動とエネルギー」】

【５学年「ふりこのきまり」】

【６学年「てこのはたらき」】

生活体験

生活の中で明かりを利用した経験

【中１学年「身のまわりの現象」】

【３学年「風やゴムで動かそう」】【３学年「太陽を調べよう」】

【５学年「電流がうみ出す力」】

６学年「電気とわたしたちのくらし」

電気は，発電機などでつくることができる。
電気は，光，音，運動などに変えて，使うことができる。

「豆電球とかん電池をどのようにつなぐと，
明かりがつくのだろうか」
乾電池の＋極,豆電球，乾電池の－極が，

１つの輪のように，導線でつながっていると
き，電気が通って，豆電球に明かりがつく。
電気の通り道のことを回路という。

乾電池を直列につなぐと，回路を流れる電気が強く
なり，電気の働きが大きくなる。
乾電池を並列につないでも，電流の強さや電気の働

きの大きさは，乾電池１個のときとほとんど変わらな
い。

光電池に当たる光が
強くなると，光電池の
電気を起こす働きが大
きくなり，回路に流れ
る電流も強くなる。

乾電池の向きを変える
と，回路に流れる電流の
向きが変わり，モーター
の回る向きが変わる。

○ 電流の性質
・ 回路と電流・電圧
・ 電流・電圧と抵抗
・ 電気とそのエネルギー

○ 静電気と電流
・ 静電気と電流

【中２学年「電気の世界」】

【中３学年「科学と人間生活」】 【中３学年「自然と人間」】

３年「７ 明かりをつけよう」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

身の回りの明かりに興味をもち，豆電球，乾電池，導線をどのようにつなぐと明かりがつくかを比較し
ながら調べ，回路（電気の通り道）ができると電気が流れ，明かりがつくことをとらえることができるよ
うにする。次に，身の回りのいろいろな材質の物を回路につないで明かりがつくかを比較しながら調べ，
電気を通す物と通さない物を判別し，物には電気を通す物と通さない物があることをとらえることができ
るようにする。

《単元の流れ》 ７時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点
１ 豆電球の明かりをつけよう ３時間
・ 豆電球と乾電 １ 問題を見いだす ・ 生活の中で明かりを利用している物
池の利用につい を考え，豆電球や乾電池が利用されて
て知り，豆電球 いることを知る。
の明かりがつく ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
つなぎ方に興味 差異点を見いだす。 工夫点１
をもつ。 ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが

ら，問題を見いだす。 ポイントを明確
予想や仮説をもつ ・ 明かりがつく回路のつなぎ方を考え にして話し合う

る。 工夫点２
観察，実験の方法を考える ・ 明かりがつく回路のつなぎ方を調べ

る方法を考える。
・ 豆電球の明か １ 観察，実験を行う ・ 導線のつなぎ方を確認する。
りがつくつなぎ ・ 豆電球の明かりがつくつなぎ方を調
方を調べ，電気 べる。
の通り道につい 結果を整理する ・ 調べたつなぎ方を，グループで分類
てまとめ，理解 する。
する。 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記

入し，グループで話し合い，まとめる。
・ フィラメント １ 振り返り，広げる ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
が切れた豆電球 差異点を見いだす。 要因の考察
を詳しく観察 ・ 豆電球を虫眼鏡などを用いて観察す 工夫点３
し，豆電球の構 る。
造を含めた回路 ・ 結果から気付いたことを発表し，ま
について考え， とめる。
理解を深める。 ・ ＬＥＤ電球についての説明を聞く。

２ 電気を通す物をさがそう ４時間
・ 回路にいろい １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂ，事象Ｃを比較し， 複数事象の提示
ろな物をつない 共通点と差異点を見いだす。 工夫点４
で，電気を通す ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
物と通さない物 ら，問題を見いだす。
との違いに興味 予想や仮説をもつ ・ 電気を通す物の性質を考える。
をもつ。 観察，実験の方法を考える ・ どんな物が電気を通すのかを調べる ポイントを明確

方法を考える。 にして話し合う
観察，実験を行う ・ どんな物を調べるのか，結果を予想し 工夫点５

ながら考える。
・ 回路にいろい ２ 観察，実験を行う ・ 「電気を通す物発見器」を作製する。
ろな物をつない ・ どんな物が電気を通すのかを調べる。
で，電気を通す 結果を整理する ・ 観察，実験の結果をまとめ，確認す
物を探し，その る。
性質をまとめ， ・ 電気を通した物と通さなかった物を，
理解する。 グループで分類させる。

考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
入し，グループで話し合い，まとめる。

振り返り，広げる ・ 導線を観察し，電気を通す物と通さ
ない物の利用について考える。
・ 電気を通す物と通さない物を利用し
ている物を探す。

・ 金属の表面に １ 振り返り，広げる ・ 電気を通す折り紙と通さない折り紙 複数事象の提示
付いている物を を比較し，違いが生じた要因をこれま 要因の考察
剥がし，電気が での学習経験を基に考える。 工夫点６
通ることを調べ ・ 金色紙が電気を通さないことを調べ
ることで，金属 る方法を考える。
が生活の中の様 ・ 金色紙の表面を剥がし，電気を通す
々な物に利用さ かを調べる。
れていることを ・ 実験の結果をまとめ，結果から気付
知り，理解を深 いたことをノートに記入し，グループ
める。 で話し合う。

・ 考察を基に，金色紙表面と同様の処
理が施されている物を探す。

３年「７ 明かりをつけよう」

【単元の目標と流れ】
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第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P96～98 12月上旬～12月下旬 本時１／７

《本時のねらい》

豆電球と乾電池の利用について知り，豆電球の明かりがつくつなぎ方に興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ ①乾電池の向きが反対，②豆電球の位置が反対，③導線の長さが異なる，④導線の先
が付いている場所が異なる２つの事象を提示し，比較させる。その共通点や差異点から，
豆電球に明かりがつかない要因について考えさせる。

〈事象Ａ〉① ＋極が左向き ② 豆電球が上側 〈事象Ｂ〉① ＋極が右向き ② 豆電球が下側
③ 導線の長さが短い ③ 導線の長さが長い
④ 導線の先がどちらも＋極 ④ 導線の先の片方は＋極，

他端は乾電池の真ん中

※事象Ａ，Ｂともに電球には明かりはつかない

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

豆電球に明かりがついていないことと，回路の違いに着目させ，豆電球に明かりがつく乾電池
とのつなぎ方を考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 豆電球に明かりがつく回路のつなぎ方を調べる方法を，児童と話し合いながらポイン
トを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 生活の中で明
かりを利用して
いる物を考え， ▼ クリスマスツリーの明かりがある
豆電球や乾電池 よ。
が利用されてい ▼ 部屋の電灯もあるよ。
ることを知る。 ○ これまでの生活体験から，明か

りを利用した物を想起させる。

▼ 何が明るく光ってるんだろう。
▼ 中に光っている電球があるよ。

○ 豆電球が光っていることに気付
かせる。

○ 懐中電灯の中から豆電球や乾電
池を取り出し，明かりをつけてい
る物がどんなものか，確認させる。

□ 実物投影機などで拡大し，提示
する。また乾電池に「＋極」「－
極」があることも併せて説明する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 懐中電灯などの電球が光っている
ことを見たことがある。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ （懐中電灯を見せながら）こ
の懐中電灯のように，皆さんの
生活の中で明かりを利用してい
る物はありますか。

自然や生活との関係

◎ （懐中電灯を見せながら）懐
中電灯に明かりがつくのは，中
に豆電球と乾電池が入っている
からです。 自然や生活との関係

◎ 懐中電灯のどこが明るく光っ
ていますか。 自然や生活との関係

■ 中に入っているのは，豆電球だ。
■ 豆電球と乾電池をつなぐと，明か
りがつく。

■ 乾電池には＋極と－極がある。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程１／７】
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● 事象Ａと事象 ▼ どちらも明かりがついていない
Ｂを比較し，共 よ。
通点と差異点を ▼ どうしてだろう。
見いだす。

○ 豆電球に明かりがつかない共通
点から，明かりがつく回路のつな
ぎ方に興味をもたせる。

□ 児童が思い付くと予想される回
路をいくつか組み合わせ，複数事
象として提示することで，予想の
根拠とさせる。

▼ 豆電球に明かりをつけたいな。

● 事象の違いが
生じた要因を考
えながら，問題
を見いだす。 ○ 「明かりをつける」ことと「回

路の違い」に視点を揃えさせ，話
合いを通して，児童の意見を整理
する。

問題 豆電球とかん電池をどのようにつなぐと，明かりがつくのだろうか。

予想や仮説をもつ
● 明かりがつく
回路のつなぎ方
を考える。

○ 提示した複数事象を基に考えさ
せる。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● 明かりがつく
回路のつなぎ方
を調べる方法を ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
考える。 ▼ どうやって調べよう。 とによって，必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。

▼ 何を見ればいいかな。

▼ どうやって，調べたことを記録し
よう。 ○ 大切な点を押さえた話合いにな

るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (②について)複数事象を提示し
た際に使用した物を使用する。

□ (④について)明かりがついた時
だけではなく，明かりがつかなっ
た時のつなぎ方も，記録させる。

□ (⑤について)乾電池の取り扱い
は，乾電池の発熱や液漏れなどの
恐れがあるため，十分に指導する。

■ 乾電池の向きを変えれば，明かり
がつくだろう。

■ 導線の長さを変えれば，明かりが
つくだろう。

２ 豆電球と乾電池に，つなぎ方や長
さを変えた導線をつないで調べる。

◎ 工夫点１（事象Ａ,Ｂを見せて）
Ａ，Ｂは，それぞれ乾電池に豆
電球をつなげています。２つの
を比べて，何が同じで，何が違
いますか。気付いたことをノー
トに書きましょう。具体的な体験

◎ どのように豆電球と乾電池を
つなぐと，明かりがつくと思い
ますか。理由も考えてノートに
書きましょう。 主体的な問題解決

◎ 豆電球の明かりがつくつなぎ
方を調べる方法を考えましょう。

主体的な問題解決

○ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ 工夫点２（話合いのポイント）
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点があります。

主体的な問題解決

４ 明かりがついた時，つかなかった
時のつなぎ方を，絵にかいて，記録
する。

５ 乾電池をつなぐのは，調べる時だ
けにする。

５ 乾電池と導線だけをつなぐと熱く
なるので，豆電球も必ずつなぐ。

◎ 次の時間は，明かりがつくつ
なぎ方を調べましょう。

Ａ Ｂ

・ 豆電球に明かりがついてい

おなじところ
ない

・ 同じ乾電池，どう線，豆電

球をつかっている

きょく 左向き 右向き
豆電球 上向き 下向き

ちがう ど う 線
短い 長い

ところ の長さ

ど う 線 どちらも ＋きょくと

の先 ＋きょく かん電池の真ん中

■ どうやったら，豆電球に明かりが
つくのと思う。

１ 豆電球と乾電池をどのようにつな
ぐと，明かりがつくのかを調べる。

３ 豆電球に明かりがつくのかどうか
を見る。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程１／７】
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第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P99～100 12月上旬～12月下旬 本時２／７

《本時のねらい》

豆電球の明かりがつくつなぎ方を調べ，電気の通り道についてまとめ，理解する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 豆電球とかん電池をどのようにつなぐと，明かりがつくのだろうか。

観察，実験を行う ▼ しっかり導線をつなごう。
● 導線のつなぎ
方を確認する。

○ 導線のつなぎ方を確認し，スム
ーズに実験を進められるようにさ
せる。

□ 教科書P48にある導線のつなぎ
方は身に付けさせたい技能であ
る。教科書を参考に確実に確認さ
せる。

● 豆電球の明か
りがつくつなぎ
方を調べる。

○ ポイント⑤に注意させながら，
豆電球の明かりがつくつなぎ方を
調べさせ，結果を記録させる。

結果を整理する ▼ いろいろなつなぎ方があるな。
● 調べたつなぎ ▼ 豆電球の明かりがついたつなぎ方
方を，グループ には，どんなものがあるだろう。
で分類する。

○ 調べた結果をグループ内で確認
させる。

□ 模造紙などに表を書き，記録し
た絵を貼り，結果をまとめる。

考察し， ▼ 明かりがついたつなぎ方で，同じ
結論を得る ところはどんな所だろう。
● 結果から気付 ▼ 明かりがつくつなぎ方と明かりが
いたことをノー つかないつなぎ方の違いはどんな所
トに記入し，グ だろう。
ループで話し合

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 調べたつなぎ方を，明かりが
つくものと，つかないものに仲
間分けし，表を使ってまとめま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 結果を比べて，どんなことが
分かりますか。自分の考えをノ
ートに記入してから，グループ
で話し合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

◎ 実験をはじめる前に，導線の
つなぎ方を確認しましょう。

具体的な体験

■ 乾電池の向きを変えればよい。
■ 豆電球の向きを変えればよい。
■ 導線の長さを変えればよい。
■ 導線の先が付いているところを変
えればよい。

■ 明かりがついた時のつなぎ方を絵
にかいて記録する。

◎ 豆電球の明かりがつくつなぎ
方を調べましょう。調べたつな
ぎ方を絵に描いて記録しましょ
う。 主体的な問題解決

明かりがついたつなぎ方 明かりがつかないつなぎ方

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程２／７】
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い，まとめる。 ○ 豆電球の明かりがつくつなぎ方
と明かりがつかないつなぎ方の違
いを比較させ，回路の違いに気付
かせる。

□ 「豆電球から出ている導線を乾
電池の＋極と－極につなぐと明か
りがつく」ことに視点をもたせな
がら，考えさせる。

○ 明かりがついた回路を手でなぞ
らせ，途中で１つの輪になってい
ることを確かめさせる。

■ 乾電池の＋極，豆電球，乾電池の
－極が，１つの輪のように，導線が
つながっている時，電気が通って，
豆電球に明かりがつく。

■ 電気の通り道のことを回路という。

◎ 明かりがついた回路を手でな
ぞって，１つの輪になっている
のか，確認しましょう。

主体的な問題解決

■ 明かりがついた回路は，つながっ
て，１つの輪になっている。

■ 明かりがつかない回路は，途中で
切れて，１つの輪になっていない。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程２／７】
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第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P101 12月上旬～12月下旬 本時３／７

《本時のねらい》

フィラメントが切れた豆電球を詳しく観察し，豆電球の構造を含めた回路について考え，理解
を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点３ 途中で導線が切れている回路と，フィラメントが切れた豆電球を含む回路を比較させ，
豆電球の構造を含めた回路を考えさせる。

〈事象Ａ〉途中で導線が切れている回路 〈事象Ｂ〉フィラメントが切れた豆電球を
含む回路

豆電球の
フィラメント
が切れている。

回路が
切れている。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

（問題を見いだす）
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 豆電球に明かりがついていない
共通点を基に，どちらも回路がど
こかで切れていることに気付かせ
る。

（学習課題の確認） ▼ Ｂの回路はどこも切れていない
● 本時の学習課 よ。
題を確認する。 ▼ なぜ，Ｂの豆電球は明かりがつか

ないんだろう。 ○ 「回路が切れている」ことに視
点を揃えさせ，話合いを通して，
児童の意見を整理する。

問題 豆電球の明かりがつかない理由を考えよう。

（観察，実験を行う） ▼ ＡとＢの豆電球にどんな違いがあ
● 豆電球を虫眼 るんだろう。
鏡などを用いて ▼ 豆電球はどんな仕組みになってい
観察する。 るんだろう。

○ ＡとＢの豆電球を観察させ，Ｂ

■ 児童にもたせたい意識

▲ 豆電球からの導線を乾電池の＋極
と－極につなぐと明かりがつく。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点３（事象Ａ,Ｂを見せて）
２つを比べて，何が同じで，

何が違いますか。気付いたこと
をノートに書きましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ これからＡとＢの豆電球を各
グループに配ります。いろいろ
調べて，違いを見付けましょう。
見付けた違いは，ノートに記録
しましょう。 主体的な問題解決■ Ｂの豆電球は，中の明るく光ると

ころの線が切れている。

Ａ Ｂ

おなじところ ・ 明かりがつかない

ちがう
回路の１か 回路はどこも

ところ
回路 所切れてい 切れていない

る

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ Ａの豆電球の明かりがつかな
い原因は何でしょう。

主体的な問題解決
■ 回路の途中が切れているから，豆
電球の明かりがつかない。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程３／７】
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の豆電球の明かりがつかない要因
を調べさせる。

□ 虫眼鏡やルーペ等を準備し，豆
電球の構造を詳しく観察させる。

（考察し, 結論を得る）

● 結果から気付
いたことを発表
し，まとめる。

○ 「回路が切れている」ことに視
点を揃えさせ，豆電球の明かりが
つかなかった要因を，回路の絵を
かかせ，手でなぞらせながら考え
させる。

□ 豆電球の明かりがつかない原因
として，他にソケットにきちんと
収まっていない場合もあることを
触れておくとよい

● ＬＥＤ電球に
ついての説明を
聞く。

○ 「フィラメント」を説明し，電
球を交換することがあることも説
明し，理解させる。

▼ 「ＬＥＤ電球」という物を聞いた
ことがあるよ。

▼ ＬＥＤ電球はフィラメントがなく
ても光るんだ。不思議だな。

○ 「ＬＥＤ電球」について説明す
る。

□ ＬＥＤ電球は６学年で学習する
教材である。フィラメントがなく
ても光る電球があることを，ＬＥ
Ｄ懐中電灯を提示しながら，紹介
する。

◎ 豆電球の中の光るところの線
は「フィラメント」と言います。
このフィラメントが切れると，
電球を交換しなければいけませ
ん。 自然や生活との関係

◎ 結果から，豆電球の明かりが
つかなかった理由を，回路の絵
を描いて考えましょう。

主体的な問題解決

■ 豆電球の中の明るく光るところの
線が切れていて，回路が切れて電気
が通らなかったので，明かりがつか
なかった。

◎ フィラメントが切れると困る
ので，今はフィラメントがなく
ても明るく光る電球があります。
それを「ＬＥＤ電球」と言いま
す。 自然や生活との関係

■ 明るく光るところは「フィラメン
ト」と言う。

■ フィラメントは切れることがある。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程３／７】



３年 ７ - 9 -

第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P102～104 12月上旬～12月下旬 本時４／７

《本時のねらい》

回路にいろいろな物をつないで，電気を通す物と通さない物との違い興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点４ 非金属と材質の異なる金属を提示し，回路につながさせ，比較させる。色（金属光沢）
や形，硬さのなどの共通点や差異点から，電気を通す物にはどのような性質があるのか
考えさせる。

〈事象Ａ〉非金属 〈事象Ｂ〉金属（鉄） 〈事象Ｃ〉金属（アルミニウム）
プラスチックのスプーン 鉄製のスプーン アルミ製の器

※ ＡとＢは形が同じだが，金属光沢はＡにはなく，電気を通さない。
※ ＢとＣはどちらも金属光沢はあり，どちらも電気を通すが，形や硬さが違う。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

色（金属光沢）や形，硬さなどの差異点に着目させ，銀色の物や硬い物などが電気を通すので
はないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点５ 電気を通す物を調べる方法を，児童と話し合いながらポイントを確認させ，見通しを
もたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂ，事象Ｃを比
較し，共通点と
差異点を見いだ
す。

▼ どれも見たことがあるよ。

※ 各グループにＡ，Ｂ，Ｃを配付し，
自由に回路につながさせ，体験させ ○ 非金属Ａと，材質が異なる金属
る。 Ｂ，Ｃを比較させ，電気を通す物

の性質を考えさせる。
□ 提示する金属は，金属光沢が観
察できる物を用意し，電気を通す
物と通さない物の性質が分かりや
すいように留意する（空き缶など
は塗装がしてあり，金属光沢が分
かりにくい ）。

● 事象の違いが ▼ 電気を通す物はどんな物かな。
生じた要因を考 ▼ 形が関係しているのかな。
えながら，問題 ▼ 色が関係しているのかな。
を見いだす。 ▼ 硬さが関係しているのかな。 ○ 「電気を通す物と通さない物の

性質」に視点を揃えさえ，話合い
を通して，児童の意見を整理する。

問題 どんな物が，電気を通すのだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

■ 電気を通す物と通さない物がある
んだ。

■ Ａだけ電気を通さない。
■ ＢとＣは，色が銀色だ。
■ ＢとＣは，Ａよりも硬い。
■ ＡとＢは，形が同じだ。

▲ 豆電球を回路につなぐと，明かり
がついた。

▲ 導線は電気を通す。
▲ 豆電球のフィラメントは電気を通
す。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点４(事象Ａ,Ｂ,Ｃを見せ
て)Ａ，Ｂ，Ｃの３つの物は，生
活の中でよく使う物です。それ
ぞれを回路につないでみましょ
う。３つの物を比べて，何が同
じで，何が違いますか。気付い
たことをノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程４／７】



３年 ７ - 10 -

予想や仮説をもつ ▼ 銀色の物が電気を通すよ。
● 電気を通す物 ▼ 鉄やアルミニウム，導線みたいに
の性質を考え キラキラした物や硬い物が電気を通
る。 すよ。

○ これまでの生活体験や学習経験，
提示した複数事象を基に考えさせ
る。

観察，実験の ▼ 何を調べよう。
方法を考える
● どんな物が電
気を通すのかを
調べる方法を考 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
える。 とによって，必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。

▼ どうやって調べよう。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
▼ 何を見ればいいかな。 るよう，教師がポイントを把握し，

実験方法を考えさせる。
□ (②について)身近な物で，形や
色，硬さをイメージさせながら考
えさせる。その際に単に「はさみ」
と考えさせるのではなく，「刃の
部分」「持ちの手の部分」など，
その材質に視点を向けさせる。

□ (③について)前時の学習経験を
生かし，電気を通す物発見器（テ
スター）を作製させる。

→ポイント集2011 P31
□ (④について)前単元「風やゴム
で動かそう」で活用した表を基に
分類，整理方法を考えさせる。

□ (⑤について)乾電池をコンセン
トにつなぐと液漏れや発火，感電
の恐れがある。また定格電圧の小
さい豆電球をつなぐと破裂や発火
の恐れがある。適切な取り扱いを
指導する。

観察，実験を行う ▼ どんな物が電気を通すのかな。
● どんな物を調 電気を通す： ○ 調べた物で

べるのか，結果 調べる物 通さない： × きづいたこと

を予想しながら よそう けっか （色やかたさ）

考える。 クリップ ○ ○ 結果を予想しながら調べる物を
はさみの

○
考えさせ，見通しをもたせる。

切るところ □ 単に「はさみ」ではなく，「刃
はさみの

○
の部分」「持ち手の部分」など，

もつところ 物の材質に視点を向けさせる。

紙のコップ ×

■ ＡとＢとＣを比べた時に，キラキ
ラした物が電気を通したので、キラ
キラした物は電気を通すだろう。

１ 電気を通す物には，どんな物があ
るのかを調べる。

◎ どんな物が電気を通すと思い
ますか。理由も考えてノートに
書きましょう。 主体的な問題解決

◎ どんな物が電気を通すのかを
調べる方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 調べる方法が決まりました。
では,次の時間にどんな物で調べ
るのか，結果を予想しながら考
えましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点５ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点があります。

主体的な問題解決

５ 危険なので，作った「電気を通す
物発見器」をコンセントつながない
ようにする。

▲ 風とゴムの働きを調べた時に,表で
表すと分かりやすかった。

４ 表を使って，電気を通す物と通さ
ない物を分けながらまとめる。

◎ 次の時間は，どんな物が電気
を通すのか調べましょう。

▲ 豆電球を回路につなぐと，明かり
がついた。

２ 調べたい物を回路につないで，豆
電球がの明かりがつくかどうかを調
べる。

２ クリップなど，銀色の物を調べる。
２ はさみの刃の部分など，硬い物を
調べる。

３ 調べる物を回路につないで，豆電
球の明かりがつくかどうかを見る。

電気を通す： ○ 調べた物で

調べる物 通さない： × きづいたこと

よそう けっか （色やかたさ）

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程４／７】



３年 ７ - 11 -

第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P102～104 12月上旬～12月下旬 本時５・６／７

《本時のねらい》

回路にいろいろな物をつないで，電気を通す物を探し，その性質をまとめ，理解する。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

電気を通す物と通さない物が組み合わされ，生活に利用されていることを考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 どんな物が，電気を通すのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 豆電球，乾電池，導線をしっかり
● 「電気を通す つなごう。
物発見器」を作 ▼ 回路の１か所を切って，そこに調
製する。 べたい物をつなごう。

○ 回路を考えがら，豆電球，乾電
池，導線をつなぎ，「電気を通す
物発見器」（テスター）をさ作製
せる。 →ポイント集2011 P31

□ 「電気を通す物発見器」（テス
ター）は回路の一部を切り，そこ
に調べる物をつなぐことで電気が
通ることを確かめる機器である。
実験をさせる前に，使い方を十分
に指導する。

● どんな物が電 ▼ ○○○は電気を通すよ。
気を通すのかを ▼ ○○○は電気を通すと思ったけ
調べる。 ど，通さなかったよ。

○ ポイント②と⑤に注意させなが
ら，電気を通す物を調べさせ，結
果を表に記入させる。

結果を整理する
● 観察，実験の
結果をまとめ， 電気を通す： ○ 調べた物で

確認する。 調べる物 通さない： × きづいたこと

よそう けっか （色やかたさ） ○ 結果を分かりやすく，明確にま

クリップ ○ ○
ぎん色で とめさせる。
かたい

はさみの
○ ○

ぎん色で
切るところ かたい
はさみの

○ ×
青色で

もつところ かたい

紙のコップ × × 白くて
やわらかい

▼ 銀色で固い物が電気を通すみたい
だな。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 分かりやすく表にまとめる。 ◎ 調べたことを表にまとめ，グ
ループで確認しましょう。

主体的な問題解決

◎ どんな物が電気を通すのかを
調べるために，「電気を通す物発
見器」を作りましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 色や硬さとか，気付いたことも記
録する。

◎ どんな物が電気を通すのかを
調べましょう。調べた結果は表
にまとめましょう。調べた物で
色や硬さなどで気付いたことも
書きましょう。 主体的な問題解決

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程５・６／７】
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● 電気を通した 電気を通した物 電気を通さなかった物

物と通さなかっ クリップ 紙のコップ
た物を，グルー スプーン（銀色） ガラスのコップ
プで分類させ はさみの切るところ はさみのもつところ
る。 ドライバーの ドライバーのもつところ ○ 調べた結果をグループ内で確認

まわすところ させる。
▼ わたしの結果と同じだよ。 □ 模造紙などに表を書き，実物や

付箋紙に記入した物をて貼らせ，
結果をまとめる。

考察し，
結論を得る
● 結果から気付
いたことをノー
トに記入し，グ
ループで話し合
い，まとめる。 ○ 電気を通す物と通さない物の性

質の違いを比較させ，材質の違い
に気付かせる。

○ 「金属」について説明し，理解
させる。

□ 「金属」という言葉を使用する
のは，本単元で初めてである。鉄
やアルミニウムは金属であること
を説明する。

□ 金属光沢をもつ物（ピカピカし
た物）の多くは，電気を通す。
例：金・白金・銀・銅

振り返り，広げる ▼ 中にピカピカした線が入ってる
● 導線を観察 よ。
し，電気を通す ▼ 銀色じゃないけど，電気を通すよ。
物と通さない物 ▼ 線の周りはビニルが巻かれている
の利用について よ。
考える。 ▼ ビニルは電気を通さないよ。

○ これまでの実験で利用してきた導
線を改めて詳しく観察させ，導体と
不導体がうまく組み合わされ，利用
されていることに気付かせる。

□ 作製した「電気を通す物発見器」
を使い，導線のどの部分が電気を
通しているのか，観察させる。

□ 導線の多くは金属部分に銅が用
いられている。

▼ どうしてだろう。
▼ 電気が通る金属の部分を触らない
ようにしてるのかな。

▼ 他の所にも電気が通ってしまうの
が嫌だからかな。 ○ 電気を通す物と通さない物の利

用について考えさせる。
□ 「感電」や「漏電」を防ぎ，電
気を安全に利用するために導体と
不導体が組み合わされている。

● 電気を通す物 ▼ どんなところに使われてるかな。
と通さない物を ▼ いろいろ探してみよう。
利用している物
を探す。

○ 生活の中でどのように利用され
ているのか知る。

□ 電気機器のコード類，エナメル
線（５学年で用いる）などがある。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

◎ 調べた結果をグループで仲間
分けし，表を使ってまとめまし
ょう。 主体的な問題解決

■ 銀色の物は電気を通す。

■ 鉄やアルミニウムなどの，金属は，
電気を通す。

■ 紙やガラス，プラスチックなどは，
電気を通さない。

◎ 電気を通す物と通さない物を
上手く組み合わせている物を探
してみましょう。

自然や生活との関係

◎ 金属は電気を通し，プラスチ
ックなどは電気を通さないこと
が分かりました。電気を通す物
発見器」を作る時に使った「導
線」は，どのようなつくりにな
っていますか。自然や生活との関係

■ 中に入っている線は，電気を通す
から金属だ。

■ 線を巻いているのは電気を通さな
い物だ。

◎ なぜ，「導線」は，電気を通す
金属の周りに，電気を通さない
物が巻かれてるのでしょか。考
えてみましょう。

自然や生活との関係

■ 電気が通るところを手で触って，
感電しないようにするため。

■ 回路だけに，電気を通すため。

■ 延長コードなどがある。

■ 鉄やアルミニウムなどの，ピカピ
カした物は，金属と言う。

◎ 鉄やアルミニウムのような物
を金属と言います。

主体的な問題解決

■ 銀色みたいにピカピカした物は電
気を通した。

■ 硬くても，柔らかくてもピカピカ
した物は電気を通した。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程５・６／７】
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第３学年「７ 明かりをつけよう」
東京書籍「新しい理科３」P104 12月上旬～12月下旬 本時７／７

《本時のねらい》

金属の表面に付いている物を剥がし，電気が通ることを調べることで，金属が生活の中の様々
な物に利用されていることを知り，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点６ 折り紙の銀色紙と金色紙を回路につなぎ，折り紙の表面の材質を考えさせる。
〈事象Ａ〉銀色紙を回路につなぐ 〈事象Ｂ〉金色紙を回路につなぐ

→明かりがつく →明かりがつかない

※ 金色紙は銀色紙の表面にラッカーが塗られたり，絶縁性のメッキがされたりしてている。こ
のため，金色紙の表面を紙やすりで擦ると，導電性の銀色紙を見ることができる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
（問題を見いだす）
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

▼ 折り紙でいろいろな形を折ったこ
とがあるよ。

▼ どちらの折り紙もピカピカ光っ ○ 銀色紙と金色紙を「電気を通す
て，金属みたいだ。 物発見器」で調べさせ，その違い

Ａ Ｂ を比較させ，同じような金属光沢

おなじところ
・どちらも折り紙 をもってもいても金色紙は電気を
・どちらもピカピカしてる 通さないことに気付かせる。

ちがう 色 銀色 金色
ところ 電気 通す 通さない

（学習課題の確認）
● 事象の違いが
生じた要因を考
えながら，本時 ○ 「ＡとＢの折り紙の表面の材質の
の学習課題を確 違い」に視点を揃え，話合いを通し
認する。 て，児童の意見を整理する。

問題 なぜ，金色紙は電気を通さないのだろうか。

（予想や仮説をもつ） ▼ 金色紙には電気を通さない物が塗
● 事象の違いが られていると思うよ。
生じた要因をこ ▼ 導線も中の線は電気を通したけ
れまでの学習経 ど，外のビニルは電気を通さなかっ
験を基に考え たよ。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 折り紙で遊んだことがある
▲ ピカピカ光る物は金属。
▲ 鉄やアルミニウムなどの金属は，
電気を通す。

▲ 紙，ガラス，プラスチックなどは，
電気を通さない。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点６(事象Ａ,Ｂを提示し
て)Ａ，Ｂの折り紙を「電気を通
す物発見器」で調べてみましょ
う。２つの折り紙を比べて，何
が同じで，何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から，なぜ金色
紙は電気を通さないのかを考え
ましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 今までの意見から問題を整理
しましょう。

■ なぜ，電気を通さないのだろう。
■ 色はどちらも金属のような色をし
ているのに，どうして金色紙だけ電
気を通さないのだろう。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程７／７】
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る。 ○ これまでの学習経験を基に，金
色紙が電気を通さない要因を考え
させる。

□ 前時に学習した「導線の構造」
を基に考えさせながら，表面の材
質の違いに視点を向けさせる。

(観察，実験の方法を考える)

● 金色紙が電気
を通さないこと
を調べる方法を
考える。

○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
とによって，必要感をもたせ，意
欲的に取り組ませる。

▼ どんな方法があるだろう。 □ 慣れ親しんだ折り紙に導電性の
違いがあることは，児童にとって
は大きな驚きである。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (②について)様々な方法を考え
ることが予想されるが，「金色紙
表面の電気を通さない物」を取り
除くことに考える視点を向かわせ
る。

□ (③について)「紙やすり」につ
いては，教師から与え，使用法を
説明する。

（観察，実験を行う） ▼ 何もしないと，金色紙は電気を通
● 金色紙の表面 さないよ。
を剥がし，電気 ▼ 金色紙の表面に付いている物を剥
を通すかを調べ がすと，銀色の物が見えたよ。
る。 ▼ 金色紙の表面に付いている物を剥

がすと，電気を通したよ。
○ 予想と比較しながら，実験を行
う。

（結果を整理する） ▼ 金色紙の表面についている物を剥
（考察し，結論を得る） がしたら，電気を通すことができた
● 実験の結果を よ。
まとめ，結果か ▼ 銀色紙の表面や，金色紙の表面に
ら気付いたこと ついている物を剥がしたら出てきた
をノートに記入 物は金属だよ。
し，グループで ○ 結果をまとめさせ，金色紙が電
話し合う。 気を通さなかった要因を考えさせ

る。

● 考察を基に， ▼ どんな物があるかな。
金色紙表面と同 ▼ ○○○でも調べてみよう。
様の処理が施さ ▼ 外から見ると分からないけど，○
れている物を探 ○○にも金属が使われていたよ。
す。

○ 金属が生活のどのような物に利
用されているのか，気付かせる。

□ 腐食等を防ぐため，空き缶や乾
電池の表面には塗料が塗られてい
る。

■ 銀色紙は紙に金属が貼ってあるの
で，電気を通すだろう。

■ 金色紙は導線と同じように，外側
が電気を通さない物で作られていて，
内側に銀色紙と同じような金属があ
るだろう。

２ 「導線」と同じように，電気を通
さない物が貼ってあるから，それを
剥がす。

２ 「電気を通す物発見器」を使って，
電気を通すかどうかを調べる。

◎ なぜ，金色紙は電気を通さな
いのか，調べましょう。調べた
結果はノートに記録しましょう。

自然や生活との関係
具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 金色紙の他に，金属の表面に
電気を通さない物が貼られてい
る物には，どのような物がある
か考えて，確かめてみましょう。

自然や生活との関係

◎ なぜ金色紙は電気を通さない
のかを，調べる方法を考えまし
ょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 表面の物を剥がすために，紙
やすりを使って，優しくこすり
ましょう。 主体的な問題解決

３ 金色紙の表面を剥がしたところに
「電気を通す物発見器」をつないで，
明かりがつくかどうかを見る。

▲ 導線は電気を通す金属の線の周り
に，電気を通さないビニルが巻かれ
ていた。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 金属の表面についている物を剥が
すと，金属がでてきて電気を通す。

１ 金色紙が電気を通さない原因を調
べる。

４ 紙やすりを使って，表面を優しく
こすり，電気を通さない物を剥がす。

３年「７ 明かりをつけよう」
【本時のねらいと学習過程７／７】
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